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水産庁より、令和 7 年度ズワイガニ日本海系群 A 海域の資源評価における将来予測に関し、

2026 年以降の漁獲量は、3,000 トンを上限として、それを下回る年は β＝0.8 又は 0.7 を漁獲管理

規則に用いて算定される漁獲量とした場合の将来予測結果をそれぞれ示してほしい、との依頼が

あった（別紙資料）。なお、将来予測結果は令和 7年度資源評価報告書に示された内容（特に、親

魚量の平均値、漁獲量の平均値及び 10 年後に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率等）を

対象とすることとされている。 

この水産庁からの依頼に関し、令和 7 年度の資源評価結果を基に試算を行った。試算結果（親

魚量の平均値、漁獲量の平均値及び 10 年後に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率）は表

1～表 3の通りであった。合わせて、その際に検討した ABC上限 3000 トンにおける将来予測結果

のグラフをそれぞれ図 1（β=0.8）と図 2（β=0.7）に示した。 

将来予測の計算にあたっては令和 7 年度の資源評価と同様に、2025 年の漁獲量は現状の漁

獲圧（F2022-2024）から予測される 3.7 千トンとし、2026 年から漁獲管理規則案による漁獲とした。

比較のため現状の漁獲圧（F2022-F2024、β = 0.52に相当）で漁獲を続けた場合の結果も示した。 

 

表 1. 将来の平均親魚量（千トン） 

 

表 2. 将来の平均漁獲量（千トン） 

 

表 3. 将来の親魚量が目標管理基準値案を上回る確率（%） 

 

 

漁獲管理規則 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

β=0.8 4.9 3.0 2.1 3.1 3.1 3.2 3.2 3.1 3.1 3.1 3.0

β=0.7 5.1 3.2 2.3 3.3 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4

β=0.8, 上限3,000トン 5.7 3.7 2.5 3.4 3.5 3.4 3.3 3.2 3.2 3.2 3.1

β=0.7, 上限3,000トン 5.7 3.7 2.6 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6 3.5

Fcurrernt 5.5 3.6 2.7 3.9 4.1 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2

7.1

漁獲管理規則 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

β=0.8 5.4 3.9 2.5 2.2 2.4 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

β=0.7 4.8 3.6 2.3 2.1 2.3 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7 2.7

β=0.8, 上限3,000トン 3.0 3.0 2.9 2.4 2.6 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8

β=0.7, 上限3,000トン 3.0 3.0 2.6 2.2 2.4 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.7

Fcurrernt 3.7 2.9 2.0 1.8 2.0 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4

3.7

漁獲管理規則 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

β=0.8 100 63 24 95 98 98 98 98 98 98 90

β=0.7 100 71 32 99 100 100 100 100 100 100 96

β=0.8, 上限3,000トン 100 83 39 99 99 96 97 98 98 97 93

β=0.7, 上限3,000トン 100 83 42 100 100 100 100 100 100 100 97

Fcurrernt 100 82 48 100 100 100 100 100 100 100 99

100
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図 1 管理基準値案（β=0.8）に、ABCの上限を 3000 トンとした場合の将来予測（赤色）と現状の

漁獲圧（F2022-2024）で漁獲を続けた場合の将来予測（緑色）結果 

太実線は平均値、網掛けはシミュレーション結果の 90%が含まれる予測区間、細線は 3通りの将

来予測の例示である。親魚量の図の緑破線は目標管理基準値案、黄一点鎖線は限界管理基準

値案、赤点線は禁漁水準案を示す。漁獲量の図の黒破線は最大持続生産量MSYを、漁獲割合

の図の黒破線は目標管理基準値案を維持する漁獲割合の水準（Umsy）を示す。2025年の漁獲

量は予測される資源量と現状の漁獲圧（F2022-2024）により仮定した。 
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図 2 調整係数（β=0.7）に、ABCの上限を 3000 トンとした場合の将来予測（赤色）と現状の漁獲

圧（F2022-2024）で漁獲を続けた場合の将来予測（緑色）結果 

太実線は平均値、網掛けはシミュレーション結果の 90%が含まれる予測区間、細線は 3通りの将

来予測の例示である。親魚量の図の緑破線は目標管理基準値案、黄一点鎖線は限界管理基準

値案、赤点線は禁漁水準案を示す。漁獲量の図の黒破線は最大持続生産量MSYを、漁獲割合

の図の黒破線は目標管理基準値案を維持する漁獲割合の水準（Umsy）を示す。2025年の漁獲

量は予測される資源量と現状の漁獲圧（F2022-2024）により仮定した。 
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